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が得るかで争いになり,メレアグロスは叔父を殺します(皮は狩りの貴重な勝利品です)。マケドニア
では,動物と人間の戦いで,猪を素手で殺さないうちは,宴会に加わる権利を持たないという風習が
あったようです。
ついで鹿狩りですが,これは二次的な役割しか持ちません。古代ギリシャでは鹿はあまり高い地
位にありませんでした。鹿はむしろ雌鹿であり,それは狩りの女神であるアルテミスに結び付けら
れました。
要するに,ギリシャの動物世界では,なんといってもスターはライオンです。王者の中の王者なの
です。ライオンは,その巧みな素養において,熊や狼も含め他の捕食動物の存在を消してしまうので
す。ギリシャ人の動物世界の中で,その重要性からライオンに近い唯一の動物は猪です。距離を置
き支配するのが適当な野生の具現という点からも,勇敢な美徳の象徴の点からも。
2013年は特に巳年ですから,蛇について一言つけ加えます。蛇は,特に脱皮しながら生まれ変わる
という能力や,地下に住まう力などによって,またときにはその危険性や猛毒性によって,ギリシャ
人たちを惹きつけました。ギリシャ神話は,蛇に重要な位置を与えました。それは,蛇の本性と蛇の
機能の二つの観点から検討できるでしょう。蛇そしてギリシャ神話によって演出された蛇形の生き
物の大部分は,大地の息子という本源的な存在として現れています。蛇はよく,番人としての機能を
発揮します。領土の,水源の,泉の,木の,宝物の,魔法の監視者としての機能です。この二つの特徴
――本源的な性格と番人としての機能――から,なぜ蛇が地上の文明の英雄たちと同じくらい,天上
の神々としばしば敵対者になるのかが分かります。大地の息子であり,本源的な存在である蛇は,時
には姿を消して,オリンポスの神々の秩序ばかりでなく,(地上の)都市の秩序として新たな秩序に場
所を譲るのです。場所の,泉のあるいは宝物の番人である蛇は,英雄の前に立ちはだかる障害物とも
なり,英雄に資格を問う試練をも与えるのです。
蛇は,とはいえ,いつも敵対者ではありません。有益な蛇もいるのです。医療神,アスクレピオス
の医療の祭祀の中では 重要な役割を果たしま
す。蛇は,アスクレピオスの属性です。アスク
レピオスの祭壇では,蛇たちは自由に生き,神の
有益な補助者とみなされているのです。蛇たち
の夜の徘徊から,眠っている病人の回復を助け
ているとみなされてきました。眠っている病人
たちは,神が夢の中で彼らのところに現れるの
を待っていたのです。
以上,少し図式的に簡潔に,ギリシャ人にとっ
て西暦前8世紀から古典時代まで,またその後に
至るまでのギリシャ人の動物世界を組織立てて
いる力のアウトラインを述べました。実際,時間をへだてて,動物世界が大きく安定してくることは
明らかですし,ライオンの後退には時間がかかりました。ライオンはギリシャの平野や山岳地帯か
ら次第に消えてゆきましたが,しかし,ギリシャ人文化の心底には,いつまでもライオンの存在は,
しっかりと刻み込まれているのは事実です。
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（訳注）
１）この講演要旨は,去る2013年1月12日(土),とりぎん文化会館第一会議室で鳥取大学地域貢献支援事業と
して行った国際神話シンポジウム「古事記ワールド その３－古事記の動物神話と世界の動物伝承－」
での講演記録である。原題は<LeBestiairedesGrecsetsonorganisation>。フランス語による講演。
ジャン・トランキエ氏は,パリ・エコール・ノルマル校の准教授で,ギリシャ・ローマ文化史が専門であ
る。平成24年度鳥取大学学長裁量経費で招聘した。韓国からは『古事記』を訳された,魯成煥（ノソン
ファン）蔚山大学教授もお招きし韓国の兎の事情をお話頂いた。
２）会場では日本からの招聘者，比較神話学の吉田敦彦氏から,兎は,ホモセクシュアルの恋人の間でのプレ
ゼントとなっていたという補足説明を頂いた。
３）フランス語では,飼いウサギはlapin,野ウサギはlièvreと区別する。「因幡のシロウサギ」のフランス語
訳は,<lemythedulièvreblancd’Inaba> であるが,一般にラパン（lapin）の語彙の方が普及しているので
こちらの訳語を用いている。どちらも男性名詞である。
４）勿論ギリシャを含むヨーロッパには,「茶熊」しか生息していないのでこのように表現するということ
である。
（2013年2月1日受付，2013年2月14日受理）
